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研究成果の概要（和文）：本研究においては，社交不安傾向を示す者が心理社会的ストレッサーを経験した後の
コルチゾール反応の回復に心理学的方略が及ぼす効果について検討した。具体的には，ディストラクション方略
（対人場面と無関係なことを考える）とセルフ・コンパッション方略（自分に思いやりの気持ちを向ける）の効
果を検討した。実験の結果，ディストラクション方略に従事することでコルチゾール反応の回復が促進されるこ
とが明らかになった。また，特に社交場面に関する回顧的思考を行いやすい者において，セルフ・コンパッショ
ン方略の効果がみられた。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the effects of the following two psychological 
strategies on cortisol recovery following a psychosocial stressor in individuals with social 
anxiety: distraction strategy and self-compassion strategy. The results indicated that distraction 
strategy was associated with faster cortisol recovery. In addition, self-compassion strategy was 
effective for those with high levels of rumination on social situation.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 社交不安　コルチゾール　Post-Event Processing　ディストラクション　セルフ・コンパッション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの研究においては，社交不安傾向が高い者においてはコルチゾール反応の回復がみられにくいことが明
らかにされてきたが，この反応の回復を促進する方法については十分に検討されてこなかった。本研究で得られ
た知見は，心理学的な方略によってコルチゾール反応の回復を促進できる可能性を示唆するものであり，認知行
動療法をはじめとした心理療法の効果にさらなる裏づけを与える可能性のあるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

社交不安が維持されるメカニズムとして，心理社会的ストレスに対して分泌されるストレ 

スホルモンである「コルチゾール」の反応の調整不全が社交場面に対する過剰な不安反応を 

維持させる可能性がこれまで多く指摘されてきた（e.g., Adam et al., 2014; Condren et al., 

2003; Roelofs et al., 2009）。なかでも，申請者がこれまでに行ってきた研究の成果として， 

（１）社交不安症患者は，健常者と比較すると，特に社交場面が終わって一定時間が経過し 

た後の「コルチゾール反応の回復のしにくさ」に特徴づけられること（前田他，2016），ま 

た，（２）社交場面経験後のコルチゾール反応の回復のしにくさは社交場面が終わった後の 

その場面に関する回顧的思考（Post-event processing；PEP）の強さによって予測できること 

（Maeda et al., 2017）が示されている。一方で，社交不安を示す者に 

おけるコルチゾール反応の回復を促進するための方法はいまだ十分に検討されていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では，申請者のこれまでの研究に基づいて，社交不安の維持に関与すると考えられる思

考様式である，PEP への従事を低減させる方略がコルチゾール反応の回復に及ぼす効果を検討

することを目的とした。具体的には，PEP への従事を低減させる方略として，社交場面と無関係

な思考に従事する「ディストラクション方略」と，自己に対して思いやりの気持ちを向ける「セ

ルフ・コンパッション方略」をとりあげ，これらの効果を検討した。 

 

３．研究の方法 

【研究１】 

社交不安傾向が高い大学生 42 名に対して，心理社会的ストレス負荷課題（Trier Social Stress 

Test）を実施した。そして，その後，社交場面と無関係な思考に従事するディストラクション条

件と，社交場面に関する思考に従事する PEP 条件に参加者を無作為に割り付けた。経時的に唾

液を採取することでコルチゾール反応の回復の程度を評価した。 

【研究２】男子大学生 71 名に対して，心理社会的ストレス負荷課題（Maastricht Acute Stress Test）

を実施した。そして，自己に対して思いやりの気持ちを向けるセルフ・コンパッション条件と，

単に課題についての感想を求める対照条件に参加者を無作為に割り付けた。参加者は，普段の

PEP への従事のしやすさおよび課題後の PEP への従事の程度を測定する質問紙にも回答した（本

研究課題において翻訳して作成）。経時的に唾液を採取することでコルチゾール反応の回復の程

度を評価した。 

 

４．研究成果 

【研究１】 

 階層線形モデルを用いたデータ分析の結果，ディ

ストラクション条件においては，PEP 条件よりもコ

ルチゾール反応の回復が促進されることが明らか

になった（Figure 1）。本研究の成果は論文化し，国

際学術雑誌に投稿中である。 

 

 

 Figure 1. ディストラクション方略の効果 



【研究２】 

 71 名から取得したデータのうち，40 名分の唾液試料の分析が研究期間中に完了した（残

りの唾液試料の分析は，新型コロナウィルス感染症拡大に伴い，分析設備へのアクセスが不

可能になったため実施できなかった）。分析経過として，セルフ・コンパッション条件と対

照条件の間で，コルチゾール反応の回復の程度に有意な差はみられなかった。その一方で，

普段 PEP に従事しやすい者においては，セルフ・コンパッション条件において，対照条件

よりもコルチゾール反応の回復がみられやすいことが明らかになった。今後，唾液試料の分

析が可能になり次第，全数の分析を実施し，当初予定の分析を行う。なお，研究２において

使用した PEP への従事の程度を測定する尺度（Post-Event Processing Inventory）の妥当性に

関するデータは論文としてまとめ，国際学術雑誌に投稿中である。 

 

【総合考察】 

 研究１，研究２の結果から，PEP への従事を低減させる心理学的方略に従事することで，

急性の心理社会的ストレッサー経験後のコルチゾール反応の回復を一定程度促進できるこ

とが明らかになった。これらの研究成果は，心理学的な介入が生理的な反応性をも変容させ

ることを明らかにした点において有意義であり，認知行動療法をはじめとした心理療法の

効果にさらなる裏づけを与えるものであると考えられる。 
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